
平成２１年度特定非営利活動に係る事業計画 
平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日 

   特定非営利活動法人宝塚ＮＰＯセンター 
事業実施の方針 
啓発事業として講座、講演、情報提供及び調査研究を行う。中間支援組織の育成事業は経済産

業省の新規補助事業で、特・ソーシャルデザイン・ファンドと共同でコミュニティ・ビジネス等を

支援できる中間支援組織を全国で 10 ヶ所育成する。ネットワーク事業ではソリオ宝塚ふれあい夏
祭りを開催。 
市民活動促進支援事業は宝塚市より受託、ＮＰＯ設立・運営相談、コミュニティ・ビジネス起

業支援、情報収集・提供、情報発信支援、行政との協働環境の構築に向けた検討に取り組む。NPO

法人・コミュニティビジネスの起業・運営・人材育成支援事業は兵庫県より「生きがいしごとサポートセ

ンター阪神北事業」を受託、現地解決型の事業として相談者のペースに合わせたコミュニティ・

ビジネス起業支援、ＮＰＯ、コミュニティ・ビジネスへの就業支援、無料職業紹介事業などの事

業を実施する。 
職業紹介事業ではキャリアカウンセリング、求人求職マッチングを実施する。 

若者・子ども応援事業では情報のセーフティネットとしてブログポータル「関西子ども・若者サポーター

ズネット」の構築・運営、「関西子ども・若者のための応援ガイドブック(仮)」発刊・配布、イベントを進める。

宝塚市からは「宝塚市若者就労支援事業」を受託。セミナーや職場体験実習を実施する。 

インキュべーション事業として NPOの情報発信を目的とするブログ「関西ええこと.mot」の運営、
バスマッププロジェクト、「インキュベーション・センター 阪神北ＮＰＯハウス」の運営をする。 

      
特定非営利活動に係る事業 
１．啓発事業 
事業内容 実施予定日

時 

実施予定場所  従事者の

予定人数

受益対象者の範囲及び

予定人数 

支出額 

(千円) 

ＮＰＯの啓発・情報提供・講座・

研修 

4 月～3月 宝塚 NPO センター 2人 一般、市民活動団体等 

2000 人 

2,０００

調査研究、視察受入れ、講演 随時 宝塚 NPO センター

他 

2 人 一般 2000 人 

 
２．中間支援組織の育成事業 

事業内容 実施予定日

時 

実施予定場所  従事者の

予定人数

受益対象者の範囲及び

予定人数 

支出額 

(千円) 

中間支援組織の育成事業 4 月～3月 全国 5 人 中間支援組織、NPO 法

人、等 

1000 人 ５００

 
３．ネットワーク事業 
事業内容 実施予定日

時 

実施予定場所  従事者の

予定人数

受益対象者の範囲及び

予定人数 

支出額 

(千円) 

ソリオ宝塚ふれあい夏祭り 

 

8 月 23 日 交通広場（阪急宝

塚駅前） 

2 人 一般市民 1000 人 

 ０

近畿ＣＳＲネットワーク 

 

 

 

４月～３月 近畿圏内 ５人 企業、行政、ＮＰＯ法人

計１００団体 

１３,０００



 

 

 

４．市民活動促進支援事業（宝塚市委託事業） 

事業内容 実施予定日

時 

実施予定場所  従事者の

予定人数

受益対象者の範囲及

び予定人数 

支出額 

(千円) 

特定非営利活動法人の法人

化支援  

随時 宝塚 NPO センター 2人 市民・市民活動団体等 

100 人 

  

６,５００

特定非営利活動法人の運営

相談支援 

随時 宝塚 NPO センター 3人 市民・市民活動団体等 

100 人 

市民団体等のコミュニティ・ビ

ジネス等起業･経営支援 

随時 宝塚 NPO センター 2人 市民・市民活動団体等 

1000 人 

まちづくり協議会のコミュニテ

ィ・ビジネス等起業・経営支援 

随時 宝塚 NPO センター 2人 市民・市民活動団体等 

１００人 

まちづくり協議会関連事業情

報発信支援 

4 月～3月 宝塚 NPO センター 2人 市民・市民活動団体等 

500 人 

啓発講座・交流会運営 4 月～3月 宝塚 NPO センター 2人 市民・市民活動団体等 

150 人 

行政との協働環境の構築に向

けた検討 

4 月～3月 宝塚 NPO センター 2人 市民・市民活動団体等 

300 人 

 

5．NPO 法人・コミュニティビジネスの起業・運営・人材育成支援事業 

（生きがいしごとサポートセンター阪神北事業-兵庫県よりコミュニティ・ビジネス等生きがいしごと支援事業補助金） 

事業内容 実施予定日

時 

実施予定場所  従事者の

予定人数

受益対象者の範囲及

び予定人数 

支出額

(千円) 

ＮＰＯ･コミュニティ・ビジネスの

起業･運営相談事業 

 

随時 

 

 

宝塚ＮＰＯセンター

 

 ４人

一般 1000 人 

 

１２,５００

情報収集発信 4 月～3月 宝塚 NPO センター 1人 一般 40000 人 

ネットワーキング、 交流サロン 4 月～3月 宝塚 NPO センター 2人 一般 500 人 

講座、講演会 4 月～3月 宝塚 NPO センター 2人 一般 2500 人 

就業希望者の能力開発・ 職

業訓練 

4 月～3月 宝塚 NPO センター

2人

一般 100 人 

コンサルティング事業 随時 宝塚 NPO センター 2人 一般 50 人 

無料職業紹介事業 随時 宝塚 NPO センター 1人 一般 320 人 

阪神ＮＰＯ連絡協議会 4 月～3月 宝塚市他 2 人 ＮＰＯ法人等 800 人 

 

6.職業紹介事業 

事業内容 実施予定日

時 

実施予定場所  従事者の 

予定人数 

受益対象者の範囲及

び予定人数 

支出額

(千円)

キャリアカウンセリング、求人求

職マッチング 

4 月～３月 宝塚 NPO センター

2人

一般 320 人  

１,０００

 

7.若者・子ども応援事業 

事業内容 実施予定日

時 

実施予定場所  従事者の 

予定人数 

受益対象者の範囲及

び予定人数 

支出額

(千円) 

宝塚市若者就労支援事業 4 月～３月 宝塚 NPO センター 2人 若者 300 人 ９００

関西子ども・若者サポーターズ

ネット・若者就労支援 

4 月～３月 宝塚 NPO センター

2人

一般 12000 人 

６００

合  計 １,５００

 
8．インキュベーション事業 



事業内容 実施予定日

時 

実施予定場所  従事者の 

予定人数 

受益対象者の範囲及

び予定人数 

支出額

(千円) 

阪神北 NPOハウス運営 

関西ええこと.mot 

バスマップ 

4 月～３月 阪神北 NPOハウス

  4 人

一般 ２,２００,０００人 
（ブログアクセス数を含む） 

 ４,０００

 



（単位：円）

2009年度予算額 備考

（資金収支の部）
Ⅰ．経常収入の部

会費収入 1,900,000
寄付金収入 350,000
助成金・補助金収入
　CDC事業補助金 12,500,000
  その他助成金・補助金収入 1,000,000
事業収入
　啓発事業収入 2,436,000
　若者・子ども応援事業収入 1,000,000
　ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ事業収入 3,170,000
　CDC事業収入 605,960
  ふるさとCB創出支援事業収入 5,616,000
委託収入
　宝塚市民活動促進事業収入 8,158,500
　宝塚市総合計画作成業務事業収入 5,607,000
　宝塚市若者就労支援事業収入 1,176,000
　就職促進事業収入 5,720,500
　兵庫県ひょうごｱﾄﾞﾌﾟﾄ事業収入 2,200,000
雑収入 150,000 受取利息を算入
経常収入合計 51,589,960

Ⅱ．経常支出の部
　　事業費

啓発事業費 2,953,651
若者・子ども応援事業費 1,000,000
ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ事業費 5,196,000
宝塚市民活動促進事業費 6,750,352
宝塚市総合計画作成業務事業費 5,607,000
宝塚市若者就労支援事業費 1,176,000
就職促進事業費 5,720,500
CDC事業費 13,105,960 ｿﾘｵ管理費，同水道光熱費を算入
ふるさとCB創出支援事業費 5,616,000
事業費合計 47,125,463

2009年度特定非営利活動に係る事業会計収支予算書
2009年4月1日～2010年3月31日

特定非営利活動法人宝塚NPOセンター

科　　　目

事業費合計 47,125,463
　　管理費

給料手当 0
ﾊﾟｰﾄ等給与 0
法定福利費 0
福利厚生費 15,000
研修費 15,000
発送費 40,000
渉外費 30,000
会議費 20,000
旅費交通費 1,000
通信費 1,000
印刷製本費 40,000
消耗品費 80,000
修繕費 35,000
水道光熱費 350,000 CDC部分を除く

諸会費 92,000
支払手数料 16,000
ｿﾘｵ管理費 410,000 CDC部分を除く

地代家賃 960,000
貸室使用料 0
リース料 0
保険料 29,000
租税公課 430,000
雑費 150,000
管理費合計 2,714,000
経常支出合計 49,839,463

　　経常収支差額 1,750,497
Ⅲ．その他資金支出の部

未払法人住民税等 82,000
　　当期収支差額 1,668,497
　　前期繰越収支差額 9,616,443
　　次期繰越収支差額 11,284,940
（正味財産増減の部）
Ⅳ．正味財産増加の部

当期収支差額 1,668,497
Ⅴ．正味財産減少の部

当期正味財産増加額 1,668,497
前期繰越正味財産 9,616,443
当期正味財産合計 11,284,940当期 味財産合計 11,284,940


